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平成１７年国勢調査第１次基本地方集計結果から見た川崎市の姿 
 

１．人口（平成１７年） 
 

 
 
 

２．人口増減数（平成１２年～平成１７年） 
 

 
 
※ 注意 … 地図で白色になっている町丁は、住居表示により境界が変更されたなどの理由により数値が得ら

れない、または該当者のいない町丁です。 

平成 12 年から平成 17 年までの５年間で、川崎

市の人口は 77,106 人増加しました。町丁別に人口

増減数を見ると、最も増加したのが幸区戸手本町

２丁目(3,342 人増)で、次いで幸区新塚越(3,175

人)、麻生区黒川(2,464 人)と続いています。一方、

最も人口が減少したのは幸区河原町（△721 人）

で、以下麻生区虹ケ丘２丁目、百合丘３丁目と続

いています。 

平成 17 年国勢調査による川崎市の人口は、

1,327,011 人で、主に市の中央部に集中しており、

広大な埋め立て地や工場群を持つ川崎区や、貴重

な緑地や農地が残されている多摩区や麻生区は、

やや少なくなっています。町丁別に人口を見てみ

ると最も多いのは、宮前区野川(27,070 人)で、次

いで多摩区登戸(21,246 人)、幸区小倉(20,902 人)

と続いています。 
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３．性比（平成１７年） 

 

 
 
 

４．平均年齢（平成１７年） 
 

 
 
※ 注意 … 地図で白色になっている町丁は、住居表示により境界が変更されたなどの理由により数値が得ら

れない、または該当者のいない町丁です。 
 

女性 100 人に対する男性数を示す性比は、川崎

市全体で 107.4 となり、男性の数が女性の数を上

回っています。臨海部に大規模な工場群を持つ川

崎区や、単独世帯の割合の多い多摩区、独身寮の

多い中原区の性比は特に高く、親族世帯の割合が

多い麻生区や、宮前区などが低い傾向がありま

す。最も性比の高い町丁は川崎区堤根で 583.8、

最も低い町丁は多摩区菅馬場４丁目で 28.2 とな

っています。 

川崎市の平均年齢は 40.3 歳で、全国の平均

年齢 43.3 歳に比べ３歳下回っていますが、国

勢調査としては初めて 40 歳を超えました。平

均年齢は年々上昇を続けており、確実に少子高

齢化の影響を受けているといえます。 

特に老年人口(65 歳以上人口)の割合の高い

川崎区や幸区、麻生区の平均年齢が高く、20

～30 代の人口の多い高津区、多摩区の平均年

齢は低くなっています。 
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５．持ち家世帯の割合（平成１７年） 

 

  
 
 

６．民営借家世帯の割合（平成１７年） 
 

 
 
※ 注意 … 地図で白色になっている町丁は、住居表示により境界が変更されたなどの理由により数値が得ら

れない、または該当者のいない町丁です。 
 

住宅に住む一般世帯を所有の関係別に見ると、

最も多いのは持ち家に住む世帯(構成比 45.2％)

で、次いで民営借家に住む世帯(同 43.4％)とな

り、前回の平成 12 年調査と順位が逆転しました。

これは、地価の下落や住宅ローン減税、低金利な

どが原因で持ち家が増加したと考えられます。一

戸建ての割合の高い麻生区や、夫婦・家族向けの

規模の大きなマンションの多い宮前区などで、持

ち家世帯の割合が高くなっています。 

民営借家に住む一般世帯は割合で見ると、前述

の通り、持ち家に住む世帯より少なくなりました

が、増加は続いており、全国での民営借家に住む

人の割合(27.0％)に比べると依然として民営借

家への依存度が高いのがわかります。特に共同住

宅に住む世帯の割合が一番高い高津区や、学生、

単身者向けワンルーム住宅の多い中原区、多摩区

などで民営借家に住む世帯の割合が高くなって

います。 
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７．一般世帯の１世帯当たり人員（平成１７年） 

 

  
 
 

８．25～39 歳未婚率（平成１７年） 
 

 
 
※ 注意 … 地図で白色になっている町丁は、住居表示により境界が変更されたなどの理由により数値が得ら

れない、または該当者のいない町丁です。 

配偶関係のうち 25～39 歳人口の未婚率を見る

と、50％以上が未婚である町丁が多く見られま

す。特に独身寮の多い中原区や、単独世帯の多い

多摩区の未婚率は高くなっています。 

川崎市全体で男女別に見ると、男性は 55.4％、

女性は 37.8％で男性の未婚率の方が高くなって

います。 

一般世帯の１世帯当たり人員は、全国的に減少

しており川崎市は2.21人で前回の平成12年国勢

調査時より 0.9 人減少しました。町丁別にみる

と、麻生区金程２丁目と栗木１丁目が 3.32 人で

最も多く、麻生区上麻生の 3.24 人と続き、一戸

建ての割合が高い麻生区の町丁が上位３位を独

占しています。一方、１世帯当たりの人員が少な

い町丁は、川崎区堀之内町、浅野町、幸区堀川町

などとなっています。 


